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災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
を
９
月
12
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
各
防
災
会
よ
り
184
名
の

参
加
を
得
て
、
日
本
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
の
渥
美
先
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
日
常
生

活
、
地
域
行
事
が
防
災
で
あ
る
と

位
置
付
け
た
「
い
つ
も
防
災
」
の

視
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

津
波
災
害
講
演
会

　

11
月
21
日
に
、
大
湊
地
区
防
災

連
合
会
と
の
協
働
の
取
り
組
み
と

し
て
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の

都
司
先
生
に
よ
る
津
波
災
害
の
講

演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
南
海

地
震
の
震
度
や
次
の
南
海
地
震
に

つ
い
て
の
講
演
で
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
や
避
難
の
必
要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

津
波
避
難
施
設
の
建
設
計
画

　

津
波
避
難
対
策
と
し
て
は
、
南

部
市
民
館
敷
地
に
緊
急
津
波
避
難

所
と
し
て
、
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
人
の
た
め
に
、
100
名
程
度

の
人
員
が
収
容
で
き
る
避
難
施
設

の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策

 

「
い
つ
も
防
災
」
の
学
習

　

在
住
外
国
人
向
け
防
災
訓
練

　

11
月
13
日
に
、
高
知
県
国
際
交

流
協
会
お
よ
び
南
国
市
国
際
交
流

協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
南
国
市
在
住
外
国
人
向
け
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
要
援

護
者
で
あ
る
外
国
人
に
対
し
て
、

消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
と
災
害

時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
が
協
力
し
て

各
国
の
言
語
に
翻
訳
し
、
止
血
方

法
や
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使

用
方
法
を
教
え
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
３
カ
年
の
中

期
財
政
収
支
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

確
実
に
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
22
年
度
決
算
で
は
、
国

財
政
状
況

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

　

最
大
の
行
政
効
果
を

の
経
済
対
策
に
伴
う
繰
り
越
し
事

業
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
同
様
、

決
算
額
が
200
億
円
を
超
え
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
来
年
度
財
政
収
支
の
見

込
み
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
市

税
収
入
は
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情

勢
を
受
け
、
ま
た
、
地
方
交
付
税

も
国
の
仮
試
算
で
は
本
年
度
比
0.2

％
減
と
な
る
な
ど
、
両
税
と
も
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
費
や
医

療
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
な

ど
、
義
務
的
経
費
の
増
大
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
焦
点
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
括
交

付
金
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

が
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
く
、

か
つ
て
の
三
位
一
体
改
革
の
よ
う

に
地
方
財
源
の
大
幅
な
削
減
と
な

ら
な
い
よ
う
、
全
国
市
長
会
な
ど

を
通
じ
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
引

き
続
き
あ
ら
ゆ
る
歳
入
歳
出
の
見

直
し
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
最
大
の
行
政
効
果
を
上
げ
る

べ
く
、
将
来
に
向
け
た
都
市
基
盤

整
備
、
産
業
振
興
対
策
、
教
育
・

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
、
地

震
・
防
災
対
策
、
健
康
対
策
、
環

境
対
策
の
６
点
を
重
点
施
策
に
掲

げ
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

市
長
と
市
政
を
語
る
会

　

市
内
８
地
区
で
開
催

　

市
長
自
ら
、
市
民
と
市
政
に
つ

い
て
直
接
話
し
合
う
機
会
も
、
ま

た
、
市
民
一
人
一
人
の
声
を
聞
く

機
会
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
公
民
館
を
単
位
と
し
て
、
７
月

24
日
の
国
府
地
区
を
皮
切
り
に
、

市
内
８
地
区
の
公
民
館
で
市
政
を

語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地

区
の
課
題
を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
ご
意
見
、
ご

要
望
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
市
政

運
営
の
参
考
に
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

今
後
も
適
正
な
事
業
の
運
営
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
本
市

の
総
医
療
費
は
74
億
８
千
695
万
４

千
円
で
あ
り
、
被
保
険
者
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
114
万
８
千
円
で
、

県
内
の
自
治
体
の
中
で
は
５
番
目

に
高
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１

人
当
た
り
の
保
険
料
は
５
万
９
千

649
円
で
、
そ
の
収
納
率
は
99.6
％
で

す
。
今
後
と
も
適
正
な
事
業
運
営

が
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

水
田
対
策
施
策

　

戸
別
所
得
補
償
制
度

　

本
年
は
、
台
風
の
襲
来
や
豪
雨

な
ど
の
災
害
は
な
か
っ
た
が
、
夏

期
に
異
常
な
高
温
が
長
期
に
続
き
、

早
期
米
の
品
質
低
下
や
酪
農
に
お

け
る
乳
量
、
乳
質
の
低
下
な
ど
、

農
畜
産
物
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
モ
デ
ル
対
策
と

し
て
実
施
し
た
戸
別
所
得
補
償
対

策
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
の
加
入

件
数
は
131
万
９
千
845
件
で
あ
り
、

米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
は
、

過
剰
作
付
け
の
面
積
が
１
万
へ
ク

タ
ー
ル
程
度
縮
小
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
10

月
末
現
在
で
加
入
件
数
978
件
と
、

制
度
は
異
な
る
も
の
の
前
年
よ
り

280
件
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
水
稲

作
付
け
面
積
は
、
水
稲
共
済
加
入

面
積
で
前
年
比
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

原
因
の
一
つ
に
は
、
助
成
の
要
件

変
更
に
伴
い
、
中
小
の
自
給
的
農

家
の
参
加
が
減
少
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

法
制
化
し
本
格
実
施
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
の
内

容
が
示
さ
れ
て
い
な
く
、
市
長
会

な
ど
を
通
じ
、
早
急
に
詳
細
を
示

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト

　

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
ウ
オ
ー
ク

　

つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り

　

才
谷
村
龍
馬
祭
＆
シ
ャ
モ
鍋

　

10
月
31
日
に
、
高
知
県
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
の
後
援
を
い
た
だ
き
、

「
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
ウ
オ
ー
ク
」

を
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
風
景
街
道
推

進
協
議
会
と
市
の
主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
大
阪
な
ど
県
外
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
貫
之
、
元
親
、

龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
歩
い
て
、
豊

か
な
自
然
と
人
、
食
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
、
「
地
産
地
消
ご

め
ん
の
軽
ト
ラ
市
」
や
「
土
佐
日

記
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
本
市
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
は
、
東
屋
が
建
築

さ
れ
た
才
谷
龍
馬
公
園
で
、
６
年

ぶ
り
に
才
谷
村
龍
馬
祭
が
坂
本
龍

馬
才
谷
保
存
会
の
主
催
で
復
活
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
、
市
内
10
店
舗

で
『
シ
ャ
モ
鍋
』
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
各
店
ご
と
に
料
理

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
店
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
楽
し
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

「
南
国
市
に
来
れ
ば
、
『
シ
ャ
モ

鍋
』
な
ど
の
シ
ャ
モ
料
理
が
食
べ

ら
れ
る
」
な
ど
、
食
と
観
光
を
織

り
交
ぜ
た
、
「
地
産
来
消
」
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

義
務
化
の
期
限
迫
る

　

来
年
６
月
か
ら
義
務
化
と
な
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

は
、
本
年
６
月
の
時
点
で
全
国
平

均
58.4
％
で
す
が
、
本
市
の
９
月
時

点
で
の
推
定
設
置
率
は
40
％
前
後

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
に

は
留
守
宅
か
ら
聞
こ
え
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
警
報
音
に
近
所
の

住
民
が
気
付
き
、
火
災
を
未
然
に

防
い
だ
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま

た
、
市
広
報
に
も
掲
載
し
、
設
置

の
効
果
を
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
消
防
団
、

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

設
置
普
及
促
進
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

小
・
中
学
校
関
係

　

研
究
発
表
会

　

稲
生
小
学
校
で
は
「
算
数
科
」

の
自
主
発
表
、
北
陵
中
学
校
と
大

篠
小
学
校
で
は
県
指
定
で
あ
る

「
新
教
育
課
程
拠
点
校
」
と
し
て
、

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に

向
け
た
研
究
成
果
、
白
木
谷
小
学

校
で
は
市
教
育
研
究
所
の
研
究
協

力
校
と
し
て
、
「
生
活
科
・
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
り
組
み
、

香
南
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
大
湊

小
学
校
で
文
部
科
学
省
指
定
で
あ

る
「
英
語
教
育
研
究
開
発
学
校
」

と
し
て
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
系
統
性
を
も

っ
た
小
中
６
カ
年
の
取
り
組
み
の

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校

　

11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45

回
南
国
市
社
会
福
祉
大
会
で
は
、

三
和
小
学
校
と
久
礼
田
小
学
校
が

地
域
の
方
と
の
交
流
を
大
切
に
し

た
あ
い
さ
つ
運
動
や
清
掃
活
動
、

独
居
老
人
の
方
へ
の
「
ふ
れ
あ
い

の
手
紙
」
を
年
間
を
通
し
て
送
る

活
動
な
ど
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
体
験
活
動
を
通
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
が
評
価
さ

れ
、
「
南
国
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
校
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

両
校
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
行
う
上
で
、
大
き

な
励
み
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
と
学
童
ク
ラ
ブ
開
所

　

大
湊
小
学
校
「
み
な
と
学
童
ク

ラ
ブ
」
が
10
月
１
日
に
関
係
者
の

ご
尽
力
、
ご
協
力
に
よ
り
開
所
し

ま
し
た
。
こ
の
開
所
に
よ
り
、
市

内
小
学
校
全
校
に
放
課
後
な
ど
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健

や
か
な
居
場
所
づ
く
り
が
で
き
ま

し
た
。

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「本市で初めて導入した電気自動車は、12月
２日に運用を開始しました。開始式は、次代を担う子どもたちの環境意識の向上を図るとと
もに、本市のキャラクターである『しょうがちゃん』『センベちゃん』を考案していただいた、
やなせたかし先生の母校でもある後免野田小学校で盛大に行われました。この電気自動車に
は、『環境に優しいまちづくり　エコシティなんこく』の文字とそれぞれのマスコットを車
体に描いており、環境問題の提起やキャラクターの情報発信も兼ねています。今後の活用と
しては、小・中学校をはじめ生涯学習での啓発事業や市主催行事への使用など、動く看板と
して積極的に環境に優しいまちづくりをアピールしていきます。また、９月の市議会定例会
で議決された定住自立圏の形成に関する協定について、10月６日に高知市と締結しました。
定住自立圏の将来像や協定に基づき推進する具体的な取り組み内容について、受田高知大学
副学長が座長を務める定住自立圏共生ビジョン懇談会により、11月４日から３回の懇談会を
重ね、検討されました。その検討された内容を受け、中心市である高知市が高知中央広域定
住自立圏共生ビジョンを策定しました。このビジョンは、高知市、南国市、香南市、香美市
の４市における将来像の実現に向けた具体的な取り組みを示していますので、ご報告します」
と述べた後、主要な課題について報告しました。（内容は、あらましです）

12 月 議 会
市 政 報 告12月３日12月３日 第350回　市議会定例会


